
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

保育目標〇正月遊びを楽しもう 
正月ならではの遊びを、保育士や友だちと一緒に楽しみます。正月

遊びを楽しみながら日本の伝統的な遊びを知り、ルールのある遊びの
楽しさを異年齢でも感じられるよう保育をします。 

〇保育士や友だちと一緒に表現遊びを楽しもう 
 子どもたちが興味を持って繰り返し遊んできたことや、楽しかった
ことなどを、劇ごっこや歌・楽器遊びなどで表現し、表現する楽しさ
や、達成感が味わえるようにします。 

生活目標〇生活リズムを整えよう 
年末年始は生活リズムが崩れがちになります。就寝時間が遅くなる

と疲れがとれにくくなり、体調を崩す原因にもなります。生活習慣は
小学生以降の学力にも大きな影響を与えると言われています。早寝・
早起き・朝ごはんの習慣を心がけましょう。 

〇あいさつをしよう 
『あいさつ』はコミュ二ケーションの重要なスキルです。あいさつ

をすることで相手に親しみがわき、家族・友だち・同僚など、周囲の
人との関係がよくなります。 
保育所ではあいさつが習慣となるよう、大人が子どもたち一人一人

に気持ちの良いあいさつをし、手本となるようにしていきます。 

年末からの雪も解け、新しい年が始まりました。コロナ禍から、例年
とは少し違う年末年始を過ごされた方もいらっしゃったことでしょう。 
 そして、サンタクロースにもらったかるたやすごろくなどをして遊ん
だ様子を嬉しそうに教えてくれる子どもたちからは、ご家庭でゆったり
とした楽しいお正月を過ごされたことが伝わってきました。 
これから、保育所でもかるた取りや凧揚げなど正月ならではの遊びを

楽しみながら、友だちとのかかわりが深まるよう保育をしていきたいと
思います。 
そして、今月３０日には発表会を行います。『みんなのおもいをとど 

けよう～どきどき わくわく たのしさあふれるはっぴょうかい～』の
テーマのもと、これまでの遊びや生活の中で経験したことを、それぞれ
の年齢で興味を持った題材を通して発表します。時間を区切っての発表
になり、皆さまにはご協力していただくことばかりですが、ステージ発
表までの経過も含めて、子どもたち一人一人がどきどき・わくわくしな
がら取り組む姿を見守ってあげてくださいね。 

 
●新年茶会について（７日） 
 ぞう組・ぱんだ組が参加し、遊戯室で行います。心穏やかに落ち着
いた雰囲気の中でお茶会をし、お茶をいただく時の簡単な作法も体験
します。 

●とんどさん お別れ会について（１３日） 
ふれあい委員のみなさんと一緒にとんどさんをします。ご家庭にし

め縄や書初め等ありましたら金具・針金をとってお持ち出しくださ
い。一年間お世話になったふれあい委員さんへの、お礼の気持ちを込
めてお別れ会も行います。 

●発表会について（３０日） 
 ９時 15 分～うさぎ組・９時 50 分～こあら組・10 時 30 分～ぱん
だ組・11 時 10 分～ぞう組が遊戯室で行います。 
ひよこ・りす組は当日 30 日と 25 日（月）～29 日（金）の間、多

目的室等で映像にて上映します。詳細につきましては、後日お便りを
配布しますので、希望の日時を記入して提出してください。 
なお、27 日（水）・28 日（木）には、祖父母の皆様と当日都合がつ

かない保護者の方を対象に公開リハーサルを行います。この日も当日
と同様に、学年ごとに会場の入れ替えを行います。リハーサルにつき
ましても、希望される方は、後日配布するお便りの参加申込書を記入
して提出してください。 

    あけましておめでとうございます 
本年もよろしくお願い申し上げます 

保  育  所  だ  よ  り 
令和３年１月号 

平 田 保 育 所 
TEL 62-3207 

お知らせ・お願い 

0・1・2歳児の 

遊びの様子 

職員出張関係（△は午後からの研修） 

19日 保育士キャリアアップ研修 
      ～吾郷礼子（21日まで） 

23日△幼児教育推進シンポジウム～職員 
26日△保育士定着化促進研修～坂本瑞歩 
    △職員研修～岡恭子・渡部温美 

 
   

「❤子育て通信❤」  ～バースデイプロジェクト～ 

１２月７日（月）に助産師の曽田さん・福田さんをお迎えし、ぞう

組親子を対象として「バースデイプロジェクト」を行いました。 

出産劇や紙芝居を通して、自分の命がどのように祝福されて誕
生し、守られて大きくなってきたのかということを教えてもらい
ました。そして、新生児と同じ大きさと重さの人形を抱っこした
り、胎児の心音を聞いたりすることで、命の大切さを親子で一緒 
に考えたり、感じたりする時間を過ごしました。 
保護者の方からいただいた感想を紹介します。 

＊＊＊ 
＊夕ご飯の時に家族にいろいろと話をしてくれました。実際に紙にキ

リで穴をあけ、「一番最初（赤ちゃんの大きさは）このくらいでね

～」と見せてくれ、ぬいぐるみを使って「このくらいになると、指

しゃぶりをして」など、助産師さんから聞いたことをとてもよく覚

えていてお話ししていました。とても良い経験になりました。 

＊夜に生まれた時のムービーを見ながら（生まれてくれて）嬉しかっ

たことを話すと嬉しそうに笑っていました。 

バースデイ 

プロジェクトの様子 

           （ぞう組） 


